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工法区分

様式-４説明入り版



対象とする既設コンクリート版の劣化状況、使用する運搬・施工機械など、
資料に基づき確認

確認方法に示した内容を説明する
ための資料

［　］　コンクリート舗設機械を用いる技術 舗設機械の運行、制御方法など、資料に基づき確認
確認方法に示した内容を説明する

ための資料

新設
補修・修繕

［　］　コンクリート舗装の新設工法
対象とする新設コンクリートの舗設状況、使用する運搬・施工機械など、資
料に基づき確認

確認方法に示した内容を説明する
ための資料

コンクリート舗装工事の効率化に貢献する技術

分類
応募技術がいずれに該当するのか

申請者によるチェック［✔］
確認方法 申請者に提出を求める情報

施工方法

［　］　人力施工に該当する技術
コンクリート版その他材料の運搬方法、工場での部材の製造方法など、資料
に基づき確認

確認方法に示した内容を説明する
ための資料

－

－

［　］　コンクリート舗装の補修・修繕工法



H-3 制約条件等

・内容 制約条件等

・規格等 対象とする補修範囲の上下限、工事中の通行規制等の期間・範囲などの制約条件(どのような場合には適用できないかなど）もしあれば、明示
して下さい。

【必須事項】 適用対象 補修・修繕工法

適
用
対
象

H-1 既存のコンクリート版の状況

・内容 既存のコンクリート版の状況

・規格等

H-2 適用範囲

・内容 適用範囲

・規格等



3ｍプロフィルメータによる測定結果（標準偏差、機械舗設）について資料により説明する

補修・修繕工法

I-1 作業スピード

・内容 従来技術より劣らないスピードで施工できることなどを説明してください。

【必須事項】 施工能力・施工精度など

施
工
能
力
・
施
工
精
度
な
ど I-3 平坦性

・規格等 舗設作業のスピード（m/分またはm2/分）を提示する

I-2 適用範囲（舗設幅、厚さ）

・内容 従来技術と同等の舗設幅、厚さで施工可能である

・規格等 適用できる舗設幅、厚さなどの条件について、できる限り実施事例に基づき説明する

・内容 当該技術を導入したことにより従来技術より平坦性が劣らないこと

・規格等



表面のすべり性能

I-5 適用可能なコンクリートのスランプ

I-4 表面性状、端部の壊れにくさ

施工能力・施工精度など

施
工
能
力
・
施
工
精
度
な
ど

I-7 耐久性

・内容 従来技術より劣らないこと

・規格等 既設舗装との接着性、骨材飛散抵抗性、割れ抵抗性等の耐久性について、資料により説明して下さい。

・内容 従来技術より劣らないこと

・規格等 測定方法を明示した上で、測定結果について説明して下さい。

I-6

・内容

・規格等 施工可能なスランプの提示をして下さい。

・内容 表面に施工機械による引き連れ等によりひび割れが生じない
端部が成形した形状を保ち、容易に崩れない

・規格等 自社工場内ほか試験施工等において、敷き均し後ひび割れが生じない、崩れないこと等の特性を資料により説明して下さい。

【必須事項】 補修・修繕工法



J-4 その他作業性

・内容 当該技術を導入したことによるその他付随の作業時間を従来技術と比較整理

・規格等 代表的な工事の適用事例を示し、特徴を活かした点を説明して下さい。

J-3 作業時間(トータル）

・内容 当該技術を導入したことによるトータルの作業時間を従来技術と比較整理

・規格等 代表的な工事の適用事例を示し、特徴を活かした点を説明して下さい。

【必須事項】 効率性 補修・修繕工法

効
率
性

J-1 作業時間(舗設単独）

・内容 当該技術を導入したことによる舗設作業単独の作業時間を従来技術と比較整理

・規格等 代表的な工事の適用事例を示し、特徴を活かした点を説明（あるいは、規模をある程度指定（できる限り統一の条件下）してその事例について
説明を求める。この場合は応募後の追加資料として提出を求める。）

J-2 作業時間(測量等準備）

・内容 当該技術を導入したことによる測量等準備作業の作業時間を従来技術と比較整理

・規格等 代表的な工事の適用事例を示し、特徴を活かした点を説明して下さい。



【必須事項】 施工時の安全性等 補修・修繕工法

K-1 舗設作業時の安全性の向上

施
工
時
の
安
全
性
等

・内容 当該技術を導入したことによる舗設作業時の安全性向上の確認

・規格等 例えば、舗設に用いる車両が作業員に接近した場合、自動的に停止する機能を有するなど備わった機能について資料により説明して下さい。

K-2 測量等準備作業時の安全性の向上

・内容 当該技術を導入したことによる測量等準備作業時の安全性向上の確認

・規格等 測量等準備作業等が軽減できることで達成できる作業時の安全性等の向上について資料に基づき説明して下さい。



・内容 当該技術を導入したことによる安全性向上その他の付加価値の確認

・規格等 当該技術を導入したことによる安全性向上その他の付加的な機能等が供えられた場合に資料により説明して下さい。

・内容 何らかの理由により工事を途中で中断する場合等のトラブル回避策

・規格等 例えば、使用する部材等の不具合が施工途中で発見し交換が間に合わないなど、工事を途中で中断する場合等のトラブル回避策について、
資料により説明して下さい。

K-4 その他の安全性

・内容 コンクリート供給がアクシデントにより途中で止まった場合等のトラブル回避策

・規格等 例えば、コンクリートの供給が途中で停止した場合にどのように対応するかなど、想定したリスクおよび対処方法について施工マニュアル等に
より説明して下さい。

K-3-2 想定したリスクおよび講じたリスク回避策

【必須事項】 施工時の安全性等 補修・修繕工法

施
工
時
の
安
全
性
等

K-3-1 想定したリスクおよび講じたリスク回避策



その他の施工、品質管理における特徴

・内容 当該技術により、実現できた施工や品質管理面での特徴や制約条件の確認

・規格等 例えば、養生を効率的に行うなど、施工や品質管理面で特筆する事項等がある場合、提出資料により説明して下さい。

特殊な現場条件への適用性他 補修・修繕工法

特
殊
な
現
場
条
件
へ
の
適
用
性
他

L-1 トンネル内での施工性

・内容 トンネル内で位置を特定し施工できるかの確認

・規格等 位置の特定などに用いる測定方法がGPS等、屋外に限定される方法以外で可能かどうか説明して下さい。

L-2 夜間施工

・内容 夜間でも施工可能であるかを確認

・規格等 夜間施工する場合の資機材の配置など提出資料に基づき説明して下さい。

L-3



・内容 　

・規格等 場所、対象構造物、規模、時期等

・規格等 有無および特許番号等

M-3 実施件数等(ラボ試験含む)

その他技術に関して、注視すべき内容、特筆すべき事項等があれば記載のこと。

その他 補修・修繕工法

そ
の
他

M-1 特許・実用新案

・内容

・規格等 有無および特許番号等

M-2 第三者評価・表彰等

・内容
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